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と
申
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、

同
會
員
諸

限
り
は
現
實
非
現
実
に
拘
は
ら
ず
包
含
さ

生
、

神
話
傳
説
の
類
ま
で
、

山
に
関
す
る

山
に
属
す
る
も
の
は
固
よ
り
、

天
象
、

人

も
其
他
渓
谷
、

湖
沼
、

草
木
、

禽
獣
等
の

な
も
の
で
は
決
し
て
無
く
、

遠
望
も
山
麓

を
山
頂
と
か
山
中
と
か
狭
く
限
定
す
る
様

 
但
こ
こ
に
い
ふ
山
岳
畫
と
は
、

其
題
材

仕
事
が
あ
る
や
う
に
思
は
れ
ま
す
。

が
、

追
々
そ
の
数
も
増
す
こ
と
を
期
待
し

 
現
在
會
員
は
至
っ

て
少
数
で
あ
り
ま
す

い
ふ
や
う
な
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

へ
、

鑑
賞
や
研
鑽
の
機
を
多
く
し
や
う
と

を
増
し
、

作
畫
に
も
発
表
に
も
便
宜
を
加

居
た
人
々
を
横
に
連
ね
て
、

互
に
親
し
み

藝
術
品
は
出
来
る
も
の
で
無
い
と
信
ず
る

が
無
け
れ
ば
殊
に
山
岳
畫
と
い
ふ
や
う
な

可
き
は
勿
論
な
が
ら
、

さ
う
い
つ
た
気
持

 
斯
い
つ
た
會
は
既
に
存
在
し
て
居
て

 
中
村
清
太
郎

ス
ラ
ス
ラ
と
成
立
に
至
っ

た
の
で
あ
り
ま

 

  月　三　年　一　十　和　昭

日
本
山
岳
畫
協
會
の
創
立
に
就
い
て

が
、

畫
の
仕
事
で
す
か
ら
個
性
の
尊
重
す

す
る
」

と
い
ふ
文
字
を
掲
げ
て
あ
り
ま
す

て
居
ま
す
。

規
約
に
「

山
岳
を
崇
敬
愛
好

す
。

又
そ
の
邊
に
、

特
に
日
本
人
に
俣
つ

に
は
、

又
格
別
の
も
の
が
あ
る
と
思
ひ
ま

さ
、

不
思
議
さ
、

力
彊
さ
、

そ
の
美
し
さ

大
地
の
高
揚
し
た
天
邊
の
気
高
さ
、

壮
大

の
一
種
と
見
て
も
、

そ
の
主
題
た
る
あ
の

の
で
あ
り
ま
す
。

山
岳
畫
を
大
體
風
景
畫

べ
や
う
と
い
ふ
方
針
で
あ
り
ま
す
。

許
す
限
り
會
員
外
の
同
志
の
作
品
と
を
陳

は
ず
、

先
づ
會
員
の
作
品
と
會
場
壁
面
の

差
當
り
作
品
公
募
と
い
ふ
よ
う
な
事
は
行

は
確
定
し
て
居
り
ま
せ
ん
。

何
れ
に
し
ろ

豫
定
に
な
つ
て
居
り
ま
す
が
、

未
だ
會
場

の
所
本
年
初
夏
に
第
一
回
展
覧
會
を
催
す

　
展
覧
會
は
自
然
會
の
主
な
仕
事
で
、

今

て
、

今
迄
夫
れ
夫
れ
そ
の
道
に
精
進
し
て

ん
で
山
を
描
く
畫
家
の
集
団
で
あ
り
ま
し

 
日
本
山
岳
畫
協
会
は
一
言
で
申
せ
ば
好

依
て
促
進
さ
れ
た
形
で
、

今
度
は
割
合
に

で
す
。

そ
れ
が
最
近
熱
心
な
若
い
人
々
に

か
ま
け
て
中
々
實
現
に
至
ら
な
か
っ

た
の

が
、

同
志
も
少
な
く
兎
角
銘
々
の
仕
事
に

は
折
に
触
れ
持
ち
上
っ

て
ゐ
た
の
で
し
た

　
　
　
又
ハ
會
費
納
付
ノ
義
務
ヲ
怠
リ
タ
ル

（

十
二
）

會
員
ニ
シ
テ
本
會
ノ
趣
旨
ニ
反
シ

　
　
　
ル
者
ハ
入
會
金
五
圓
を
納
付
ス
ベ
シ

　
　
　
納
ム
ル
モ
ノ
ト
ス
、

新
タ
ニ
入
會
ス

（

十
一
）

會
員
ハ
年
額
金
拾
弐
圓
ノ
會
費
ヲ

　
　
　
以
上
ノ
同
意
ヲ
得
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

　
　
　
以
上
出
席
シ
其
ノ
出
席
者
三
分
ノ
二

(

八
）

本
會
々
員
タ
ラ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
會
員

　
　
　
會
務
ニ
當
ラ
シ
ム

（

七
）

會
員
中
ヨ
リ
幹
事
若
干
名
を
選
出
シ

　
　
　
ク

（

六
）

本
會
ハ
會
員
ノ
外
ニ
顧
問
ノ
制
を
設

　
　
　
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

（

十
）

會
員
會
ノ
決
議
ハ
全
會
員
三
分
ノ
二

　
　
　
ハ
會
員
會
ノ
決
議
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

（

九
）

本
會
規
約
ノ
變
更
其
他
ノ
重
要
事
項

　
　
　
ト
ス

　
　
　
の
許
否
ハ
會
員
ノ
決
議
ニ
依
ル
モ
ノ

　
　
　
三
名
以
上
ノ
推
薦
ヲ
要
ス
、

但
入
會

無
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、

少
数
と
は
い
へ

　
草
創
の
際
で
廣
く
會
員
を
求
め
る
邉
も

き
で
あ
り
ま
せ
う
。

す
。

思
へ
ば
誠
に
自
然
の
勢
と
も
申
す
べ

い
感
が
致
す
の
で
あ
り
ま
す
。

得
た
の
は
、

會
の
門
出
と
し
て
大
に
心
強

だ
深
き
山
岳
文
学
の
老
先
達
を
煩
は
す
を

ふ
や
う
な
役
回
り
に
山
岳
畫
に
は
因
縁
甚

す
る
年
少
の
作
家
を
含
み
、

又
後
見
と
い

居
ら
れ
、

一
方
に
は
畏
る
べ
き
前
途
を
有

れ
て
然
る
べ
き
も
の
と
考
へ
ら
れ
ま
す
。

會　岳　山　本　日

　
日
本
山
岳
會
と
は
一
面
正
に
同
胞
の
會

　
　
　
者
ハ
會
員
會
ノ
決
議
ニ
依
リ
除
名
ス

の
で
あ
り
ま
す
。

次
の
規
約
は
草
案
で
す
が
略
確
定
し
た
も

賢
の
親
愛
を
希
ふ
次
第
で
あ
り
ま
す
。
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（

三
）

本
會
は
山
岳
ニ
関
ス
ル
繪
畫
ノ
研
究

　
　
　
ヲ
以
テ
組
織
ス

（

二
）

本
會
ハ
山
岳
ヲ
崇
敬
愛
好
ス
ル
畫
家

(

一
）

本
會
ヲ
日
本
山
岳
畫
協
会
ト
名
ク

　
　
　
日
本
山
岳
畫
協
会
規
約

　
　
　
宜
ニ
依
リ
同
志
ノ
懇
談
會
ヲ
兼
ヌ
ル

（

五
）

本
會
は
隔
月
ニ
會
員
會
ヲ
催
ス
、

時

　
　
　
セ
ル
山
岳
畫
展
覧
會
ヲ
開
催
ス

（

四
）

本
會
ハ
適
當
ノ
時
期
ニ
會
員
ノ
製
作

　
　
　
図
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

　
　
　
発
表
並
ニ
會
音
相
互
ノ
連
絡
親
睦
ヲ

ま
し
て
、

事
實
随
分
前
か
ら
さ
う
い
ふ
話

い
ゝ
筈
も
の
と
も
思
は
れ
る
の
で
あ
り

ら
山
岳
を
描
い
て
世
に
示
し
た
先
覚
者
も

現
在
の
會
員
中
に
は
、

夙
く
明
治
年
代
か


